
 

 

テーマ 学校の異なる教師チームによるオンライン実践教育研究 
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◆令和３年度に行われた未来を創る学び共同研究会の参加者を母体として、オンライン(Microsoft 
Teams 上)で実践研究を行うこと。 

◆Teams 上で日々の実践について、報告しお互いコメントし合うことにより共有し、新たな教育

実践を生み出すことで、それぞれの職場での教育実践に活かす。 

◆当グループの成果 
・未来をつくる学び（パターンランゲージ研修＝アクティブ・ラーニング研究） 
・授業研究（地理総合日記@多治見工業、多治見歴史パーティー、句会、現代の国語等） 
・ICT 研究（ルーブリック評価ツール、MetaMoJi、PowerPlatform、AI ツール、プログラミン

グ、オンライン授業、タブレット活用等） 
・その他（カリキュラムマネジメント、フェルミ推定、バカロレア教育研究、「学びのアセスメン

ト・学び方を学ぶ時間」実践等）  等々 
 

本グループの計画にあげていた、アクティブラーニングパターンランゲージ(ALP)
のワークショップについて検討する中で、まずはパターンランゲージがどのようなものかを体験

するために、8 月 4 日に有志で集まって、オンラインでパターンランゲージ(コラボレーションパ

ターン)についてのミニワークショップを行った。 
その後の投稿で、参加者の 1 人が京都堀川高校・三重四日市高校への視察について言及す

る。 
別の先生が、オンラインで学んだ堀川高校の事例[学びのアセスメント]についての報告、ご自身の

学校で、やってみたいという意思が述べられたりした。 
この後、学びのアセスメントに関して、類似の取り組みである慶応 SFC の新入生に対して行って

いるラーニングパターンについての大規模ワークショップについての紹介がなされパターンラン

ゲージへの参加者の興味が再び高まった。 
そこで、12/26 にクリエイティブシフトの講師をお呼びして ALP ランゲージを行うこと

を計画し実施した。 
◆ワークショップを体験し、その後、ラーニングパターンを用いて、可児高・郡上高＋先行実施

した大垣北高の計３校で、少しずつ味つけの異なる生徒の手による学びについての学びの活動

が生まれた。これがこの一連の実践の成果である。 

取組のポイント・成果 

グループ名 みんなの☆職員室 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後は、新たな参加者を迎え入れ、新たなテーマを複数設定しそれぞれのテーマに基づき教育実

践を開発していく予定である。 
当面は、令和４年度の共同研究の参加者に対して参加を呼び掛ける勧誘を行っており、数名が既

にみんなの☆職員室の Teams へ参加予定である。 
今後の活動としては、これまで同様に、オンラインで日々の出来事実践を交流する中から様々な

活動が生まれてくると予想される。さらに、参加者が増えることにより、当グループで生まれる新

たな実践が、より広く多くの学校で行われることにより、本県の教育に還元されていくことが見込

まれる。

 

今後の課題 

◆自分がもっているスキルが可視化できるのがよい。特に本能的にやっていることや自然に発生し

たものの価値は自分では気づかないことが多いので、発見がたくさんある。 
◆ALP を用いることで自身の指導だけではなく、他の教員と同じ視点で教育方法を振り返ること

ができることが分かり職場でも共有していきたいと思います。 
◆「上手にできている先生」のできていることからのボトムアップで作られているというのに感動

しました。 
◆楽しそうなツールであること、可能性がたくさんあることがよく分かりました。バックボーンが

分かり、より使えそうな気がしてきました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     


